
(57)【要約】

【課題】１台の測定器でも被測定集積回路を識別して検

査し、被測定出力を検出して、良品／不良の判定と複数

個の集積回路の同時測定を行う。

【解決手段】信号源１の入力信号を第１，第２集積回路

６，７に供給し、検査条件に合った入出力ピンを第１集

積回路６は第１入力切換リレー４と第１出力切換リレー

１０、第２集積回路７は第２入力切換リレー５と第２出

力切換リレー１１で設定する。被測定出力切換リレー１

４を介して、第１，第２集積回路６，７の出力を１台の

測定器１５で２個の集積回路を同時測定する。第１集積

回路６には第１電圧源８を、第２集積回路７には第２電

圧源９を追加し、この出力が第１出力切換リレー１０と

第３バッファ１２及び第２出力切換リレー１１と第４バ

ッファ１３を経て、被測定出力切換リレー１４を通して

測定器１５に入力する。第１電圧源８と第２電圧源９の

異なる設定電圧を測定して、第１集積回路６と第２集積

回路７とを識別する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 個 の 被 測 定 集 積 回 路 を 同 時 測 定 す る 検 査 回 路 に お け る 、 前 記 被 測 定 集 積 回 路 よ り 少
な い 台 数 の 測 定 器 に よ っ て 同 時 測 定 を 行 う 集 積 回 路 の 検 査 方 法 で あ っ て 、 前 記 検 査 回 路 に
設 け た 前 記 被 測 定 集 積 回 路 毎 に 複 数 の 出 力 信 号 ピ ン を 切 り 換 え る 第 １ 切 換 手 段 か ら の 出 力
信 号 の １ つ に 前 記 被 測 定 集 積 回 路 を 識 別 す る 信 号 を 加 え 、 複 数 個 の 前 記 第 １ 切 換 手 段 か ら
の 出 力 信 号 を 切 り 換 え る 第 ２ 切 換 手 段 の 出 力 を 接 続 し た 前 記 測 定 器 に よ っ て 、 前 記 被 測 定
集 積 回 路 を 識 別 す る 信 号 を 測 定 し て 前 記 被 測 定 集 積 回 路 を 識 別 し 、 か つ 複 数 個 の 前 記 被 測
定 集 積 回 路 に 対 し て 同 時 測 定 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 集 積 回 路 の 検 査 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 被 測 定 集 積 回 路 を 識 別 す る 信 号 と し て 、 電 圧 発 生 器 に よ り 発 生 し た 前 記 被 測 定 集 積
回 路 毎 に 異 な る 電 圧 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 集 積 回 路 の 検 査 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 被 測 定 集 積 回 路 を 識 別 す る 信 号 と し て 、 減 衰 器 に よ り 減 衰 量 を 変 え た 前 記 被 測 定 集
積 回 路 毎 に 異 な る 減 衰 量 の 信 号 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 集 積 回 路 の 検 査
方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 個 の 集 積 回 路 に 対 し て 同 時 測 定 を 行 う 集 積 回 路 の 検 査 方 法 に 関 す る も の
で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ３ は 、 従 来 例 に お け る 集 積 回 路 を 検 査 す る 検 査 回 路 の 概 略 図 で あ り 、 例 と し て １ 台 の
測 定 器 で 被 測 定 集 積 回 路 を ２ 個 同 時 に 測 定 す る 場 合 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ３ に お い て 、 １ は 信 号 源 、 ２ は 第 １ バ ッ フ ァ 、 ３ は 第 ２ バ ッ フ ァ 、 ４ は 入 力 信 号 の 切
り 換 え を 行 う 第 １ 入 力 切 換 リ レ ー 、 ５ は 第 ２ 入 力 切 換 リ レ ー 、 ６ は 被 測 定 の 集 積 回 路 で あ
る 第 １ 集 積 回 路 、 ７ は 第 ２ 集 積 回 路 、 １ ０ は 出 力 信 号 の 切 り 換 え を 行 う 第 １ 出 力 切 換 リ レ
ー 、 １ １ は 第 ２ 出 力 切 換 リ レ ー 、 １ ２ は 第 ３ バ ッ フ ァ 、 １ ３ は 第 ４ バ ッ フ ァ 、 １ ４ は 被 測
定 の 集 積 回 路 か ら の 出 力 を 切 り 換 え る 被 測 定 出 力 切 換 リ レ ー 、 １ ５ は 測 定 器 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 １ 台 し か な い 測 定 器 で 測 定 す る 検 査 回 路 で は 第 １ 集 積 回 路 ６ 及 び 第 ２ 集 積 回 路 ７ の 出 力
を 連 続 し て 順 番 に 測 定 す る 。 信 号 源 １ の 入 力 信 号 を 第 １ 集 積 回 路 ６ と 第 ２ 集 積 回 路 ７ と の
間 で 干 渉 す る の を 避 け る た め 第 １ バ ッ フ ァ ２ 及 び 第 ２ バ ッ フ ァ ３ を 通 し て 第 １ 集 積 回 路 ６
及 び 第 ２ 集 積 回 路 ７ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 該 当 の 検 査 条 件 に 合 っ た 入 力 ピ ン 及 び 出 力 ピ ン を 、 第 １ 集 積 回 路 ６ に は 第 １ 入 力 切 換 リ
レ ー ４ 及 び 第 １ 出 力 切 換 リ レ ー １ ０ に よ り 、 第 ２ 集 積 回 路 ７ に は 第 ２ 入 力 切 換 リ レ ー ５ 及
び 第 ２ 出 力 切 換 リ レ ー １ １ で 設 定 し 、 テ ス タ の 測 定 器 １ ５ ま で の 配 線 に よ る 浮 遊 容 量 の 影
響 を 排 除 す る た め 第 １ 集 積 回 路 ６ 及 び 第 ２ 集 積 回 路 ７ の 出 力 信 号 は 第 ３ バ ッ フ ァ １ ２ 及 び
第 ４ バ ッ フ ァ １ ３ を 通 し 、 次 段 の 被 測 定 出 力 切 換 リ レ ー １ ４ に よ り 、 第 １ 集 積 回 路 ６ 及 び
第 ２ 集 積 回 路 ７ の 出 力 を 連 続 し て 順 番 に 測 定 器 １ ５ で 測 定 す る 。 こ れ に よ り 、 １ 台 の 測 定
器 １ ５ で ２ 個 の 集 積 回 路 の 同 時 測 定 を 実 現 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 構 成 の 従 来 技 術 の 検 査 方 法 で は 、 第 １ 集 積 回 路 ６ 及 び 第 ２ 集
積 回 路 ７ の 出 力 を 連 続 し て 順 番 に 測 定 す る 検 査 時 間 を 短 縮 す る た め 、 第 １ 集 積 回 路 ６ と 第
２ 集 積 回 路 ７ の 検 査 条 件 を 同 時 に 設 定 し 、 周 辺 回 路 を 含 め た 第 １ 集 積 回 路 ６ 及 び 第 ２ 集 積
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回 路 ７ の 応 答 を 並 列 動 作 さ せ 、 そ れ ぞ れ の 出 力 信 号 の み 被 測 定 出 力 切 換 リ レ ー １ ４ で 切 り
換 え 連 続 し て 順 番 に 測 定 器 １ ５ で 測 定 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 述 し た 条 件 下 で 被 測 定 出 力 切 換 リ レ ー １ ４ も し く は そ の 制 御 回 路 が 故 障 し た 場 合 、 特
定 の 集 積 回 路 の 出 力 の み が 測 定 器 １ ５ に 接 続 さ れ る 可 能 性 が あ る 。 仮 に 、 第 １ 集 積 回 路 ６
の 出 力 が 測 定 器 １ ５ に 接 続 さ れ た ま ま の 状 態 と な っ た 場 合 、 各 切 換 リ レ ー を 制 御 し て 第 ２
集 積 回 路 ７ の 出 力 を 測 定 し て い る つ も り で も 、 実 際 に は 第 １ 集 積 回 路 ６ の 出 力 を 測 定 し て
し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ は 、 第 １ 集 積 回 路 ６ が 良 品 で 第 ２ 集 積 回 路 ７ が 不 良 の 場 合 、 不 良 の 第 ２ 集 積 回 路 ７
を 良 品 判 定 し て し ま う こ と を 意 味 し 、 ま た 、 第 １ 集 積 回 路 ６ が 不 良 で 第 ２ 集 積 回 路 ７ が 良
品 の 場 合 、 良 品 の 第 ２ 集 積 回 路 ７ を 不 良 判 定 し て し ま う こ と を 意 味 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 従 来 技 術 の 問 題 を 解 決 す る こ と に 指 向 す る も の で あ り 、 簡 単 な ハ ー ド ウ
エ ア の 追 加 に よ り １ 台 し か な い 測 定 器 で あ っ て も 被 測 定 の 集 積 回 路 を 識 別 し な が ら 検 査 す
る こ と を 可 能 と し 、 被 測 定 出 力 切 換 リ レ ー も し く は そ の 制 御 回 路 が 故 障 し た 場 合 に は そ れ
を 検 出 し 、 良 品 ／ 不 良 品 の 判 定 を 間 違 う こ と な く 、 か つ 複 数 個 の 集 積 回 路 に 対 し て 同 時 測
定 が で き る 集 積 回 路 の 検 査 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 集 積 回 路 の 検 査 方 法 は 、 複 数 個 の 被 測 定 集 積
回 路 を 同 時 測 定 す る 検 査 回 路 に お け る 、 被 測 定 集 積 回 路 よ り 少 な い 台 数 の 測 定 器 に よ っ て
同 時 測 定 を 行 う 集 積 回 路 の 検 査 方 法 で あ っ て 、 検 査 回 路 に 設 け た 被 測 定 集 積 回 路 毎 に 複 数
の 出 力 信 号 ピ ン を 切 り 換 え る 第 １ 切 換 手 段 か ら の 出 力 信 号 の １ つ に 被 測 定 集 積 回 路 を 識 別
す る 信 号 を 加 え 、 複 数 個 の 第 １ 切 換 手 段 か ら の 出 力 信 号 を 切 り 換 え る 第 ２ 切 換 手 段 の 出 力
を 接 続 し た 測 定 器 に よ っ て 、 被 測 定 集 積 回 路 を 識 別 す る 信 号 を 測 定 し て 被 測 定 集 積 回 路 を
識 別 し 、 か つ 複 数 個 の 被 測 定 集 積 回 路 に 対 し て 同 時 測 定 を 行 う こ と 、 ま た 、 被 測 定 集 積 回
路 を 識 別 す る 信 号 と し て 、 電 圧 発 生 器 に よ り 発 生 し た 被 測 定 集 積 回 路 毎 に 異 な る 電 圧 を 用
い る こ と 、 さ ら に 、 減 衰 器 に よ り 減 衰 量 を 変 え た 被 測 定 集 積 回 路 毎 に 異 な る 減 衰 量 の 信 号
を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 の 検 査 方 法 に よ れ ば 、 従 来 の 検 査 回 路 に 加 え 、 被 測 定 の 集 積 回 路 を 識 別 す る た め に
集 積 回 路 毎 に 異 な る 信 号 発 生 回 路 を 設 け 、 そ の 出 力 を 集 積 回 路 毎 の 第 １ 切 換 手 段 を 通 し 、
さ ら に 被 測 定 信 号 の 出 力 を 切 り 換 え る 第 ２ 切 換 手 段 を 通 し て 最 終 的 に 測 定 器 で 測 定 す る 構
成 と し て 、 さ ら に 、 被 測 定 の 集 積 回 路 を 識 別 す る 集 積 回 路 毎 に 異 な る 信 号 を 発 生 さ せ る 電
圧 源 に よ り 異 な っ た 電 圧 を 発 生 さ せ る こ と 、 ま た は 、 減 衰 器 を 通 す こ と に よ り 異 な る 減 衰
量 と し た 信 号 を 用 い た 構 成 に よ り 、 検 査 回 路 に て 、 第 １ 切 換 手 段 か ら 集 積 回 路 毎 に 集 積 回
路 を 識 別 す る 異 な る 信 号 を 出 力 し て 、 さ ら に 複 数 の 集 積 回 路 毎 に 有 す る 第 １ 切 換 手 段 か ら
の 出 力 を 切 り 換 え る 第 ２ 切 換 手 段 の 出 力 を 測 定 器 に 入 力 し て 、 こ れ に よ り 被 測 定 の 集 積 回
路 を 識 別 し た 検 査 を 行 っ て 、 当 該 の 集 積 回 路 を 確 実 に 識 別 し て 複 数 個 の 集 積 回 路 に 対 し て
同 時 測 定 を 実 現 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 １ 台 し か な い 測 定 器 に よ っ て 複 数 個 の 被 測 定 の 集 積 回 路 を 同 時 測 定 す
る 場 合 、 被 測 定 の 集 積 回 路 毎 の 識 別 信 号 を 測 定 す る こ と に よ り 、 当 該 の 集 積 回 路 を 識 別 し
て 複 数 個 の 集 積 回 路 に 対 し て 同 時 測 定 を 実 現 で き る た め 、 被 測 定 出 力 切 換 リ レ ー も し く は
そ の 制 御 回 路 が 故 障 し て い る 場 合 、 そ の 故 障 を 検 出 で き 、 検 査 に お い て 不 良 を 良 品 、 あ る
い は 良 品 を 不 良 と 誤 判 定 す る こ と が な く 、 量 産 検 査 に お い て 、 不 良 を 良 品 、 あ る い は 良 品
を 不 良 に 混 入 す る こ と の 防 止 に 極 め て 有 用 な 効 果 が あ り 、 ま た 、 検 出 し た 故 障 を オ ペ レ ー
タ に フ ィ ー ド バ ッ ク し て 、 迅 速 な 検 査 装 置 の 修 理 が 可 能 と な り 、 ロ ス を 最 小 限 に 抑 え る こ
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と が で き る と い う 効 果 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 に お け る 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 集 積 回 路 を 検 査 す る 検 査 回 路 の 概 略 図 で あ り 、 例
と し て １ 台 の 測 定 器 で 被 測 定 の 集 積 回 路 を ２ 個 同 時 に 測 定 す る 構 成 を 示 す も の で あ る 。 こ
こ で 、 前 記 従 来 例 を 示 す 図 ３ に お い て 説 明 し た 構 成 部 材 に 対 応 し 実 質 的 に 同 等 の 機 能 を 有
す る も の に は 同 一 の 符 号 を 付 し て こ れ を 示 し 、 以 下 の 図 に お い て も 同 様 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に お い て 、 １ は 信 号 源 、 ２ は 第 １ バ ッ フ ァ 、 ３ は 第 ２ バ ッ フ ァ 、 ４ は 第 １ 入 力 切 換
リ レ ー 、 ５ は 第 ２ 入 力 切 換 リ レ ー 、 ６ は 第 １ 集 積 回 路 、 ７ は 第 ２ 集 積 回 路 、 ８ は 第 １ 電 圧
源 、 ９ は 第 ２ 電 圧 源 、 １ ０ は 複 数 個 の 中 の １ つ で あ る 第 １ 切 換 手 段 の 第 １ 出 力 切 換 リ レ ー
、 １ １ は 第 ２ 出 力 切 換 リ レ ー 、 １ ２ は 第 ３ バ ッ フ ァ 、 １ ３ は 第 ４ バ ッ フ ァ 、 １ ４ は 被 測 定
出 力 切 換 リ レ ー 、 １ ５ は 測 定 器 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 １ は 、 前 述 し た 従 来 例 と 同 様 に 信 号 源 １ の 入 力 信 号 を 第 １ 集 積 回 路 ６ と 第
２ 集 積 回 路 ７ と の 間 で 干 渉 す る の を 避 け る た め 第 １ バ ッ フ ァ ２ 及 び 第 ２ バ ッ フ ァ ３ を 通 し
て 第 １ 集 積 回 路 ６ 及 び 第 ２ 集 積 回 路 ７ に 供 給 し 、 該 当 の 検 査 条 件 に 合 っ た 入 力 ピ ン 及 び 出
力 ピ ン を 第 １ 集 積 回 路 ６ に は 第 １ 入 力 切 換 リ レ ー ４ 及 び 第 １ 出 力 切 換 リ レ ー １ ０ に よ り 、
第 ２ 集 積 回 路 ７ に は 第 ２ 入 力 切 換 リ レ ー ５ 及 び 第 ２ 出 力 切 換 リ レ ー １ １ で 設 定 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 テ ス タ の 測 定 器 １ ５ ま で の 配 線 に よ る 浮 遊 容 量 の 影 響 を 排 除 す る た め 第 １ 集 積 回
路 ６ 及 び 第 ２ 集 積 回 路 ７ の 出 力 信 号 は 第 ３ バ ッ フ ァ １ ２ 及 び 第 ４ バ ッ フ ァ １ ３ を 通 し 、 次
段 の 被 測 定 出 力 切 換 リ レ ー １ ４ に よ り 、 第 １ 集 積 回 路 ６ 及 び 第 ２ 集 積 回 路 ７ の 出 力 を 連 続
し て 順 番 に 測 定 器 １ ５ で 測 定 す る 。 こ れ に よ り 、 １ 台 の 測 定 器 １ ５ で ２ 個 の 被 測 定 集 積 回
路 の 同 時 測 定 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 従 来 例 と の 違 い は 、 被 測 定 の 集 積 回 路 を 識 別 す る た め 、 第 １ 集 積 回 路 ６ に は 第 １
電 圧 源 ８ が 、 第 ２ 集 積 回 路 ７ に は 第 ２ 電 圧 源 ９ が 追 加 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 出 力 信 号 が 第 １ 出
力 切 換 リ レ ー １ ０ と 第 ３ バ ッ フ ァ １ ２ 、 及 び 第 ２ 出 力 切 換 リ レ ー １ １ と 第 ４ バ ッ フ ァ １ ３
を 経 て 、 後 段 の 被 測 定 出 力 切 換 リ レ ー １ ４ を 通 し 測 定 器 １ ５ に 入 力 さ れ て い る 。 第 １ 電 圧
源 ８ と 第 ２ 電 圧 源 ９ に 異 な る 電 圧 を 設 定 し 、 そ れ ぞ れ の 電 圧 を 測 定 す る こ と で 第 １ 集 積 回
路 ６ と 第 ２ 集 積 回 路 ７ を 識 別 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 被 測 定 出 力 切 換 リ レ ー １ ４ も し く は そ の 制 御 回 路 が 故 障 し 、 仮 に 、 第 １ 集
積 回 路 ６ の 出 力 が 測 定 器 １ ５ に 接 続 さ れ た ま ま の 状 態 と な っ た 場 合 、 切 換 リ レ ー を 制 御 し
て 第 ２ 集 積 回 路 ７ の 出 力 を 測 定 し て い る つ も り で も 、 実 際 に は 第 １ 集 積 回 路 ６ の 出 力 を 測
定 し て し ま う が 、 第 ２ 電 圧 源 ９ の 電 圧 を 測 定 し た と き に 期 待 す る 電 圧 値 を 持 た な い 第 １ 電
圧 源 ８ の 電 圧 を 測 定 す る こ と に な り 、 被 測 定 出 力 切 換 リ レ ー １ ４ も し く は そ の 制 御 回 路 が
故 障 し て い る こ と を 検 出 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 集 積 回 路 を 検 査 す る 検 査 回 路 の 概 略 図 で あ り 、 例
と し て １ 台 の 測 定 器 で 被 測 定 の 集 積 回 路 を ２ 個 同 時 に 測 定 す る 構 成 を 示 す も の で あ る 。 図
２ に お い て 、 １ は 信 号 源 、 ２ は 第 １ バ ッ フ ァ 、 ３ は 第 ２ バ ッ フ ァ 、 ４ は 第 １ 入 力 切 換 リ レ
ー 、 ５ は 第 ２ 入 力 切 換 リ レ ー 、 ６ は 第 １ 集 積 回 路 、 ７ は 第 ２ 集 積 回 路 、 １ ０ は 第 １ 出 力 切
換 リ レ ー 、 １ １ は 第 ２ 出 力 切 換 リ レ ー 、 １ ２ は 第 ３ バ ッ フ ァ 、 １ ３ は 第 ４ バ ッ フ ァ 、 １ ４
は 被 測 定 出 力 切 換 リ レ ー 、 １ ５ は 測 定 器 、 １ ６ は 第 １ 減 衰 器 、 １ ７ は 第 ２ 減 衰 器 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 ２ と 前 述 し た 実 施 の 形 態 １ と の 違 い は 、 被 測 定 の 集 積 回 路 を 識 別 す る た め
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の 信 号 発 生 回 路 に あ る 。 第 １ 集 積 回 路 ６ に は 第 １ 減 衰 器 １ ６ を 、 第 ２ 集 積 回 路 ７ に は 第 ２
減 衰 器 １ ７ を 追 加 し て い る 。 入 力 信 号 が 第 １ 入 力 切 換 リ レ ー ４ 及 び 第 ２ 入 力 切 換 リ レ ー ５
を 通 し て 第 １ 減 衰 器 １ ６ 及 び 第 ２ 減 衰 器 １ ７ に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 出 力 信 号 が 第 １ 出 力
切 換 リ レ ー １ ０ と 第 ３ バ ッ フ ァ １ ２ 、 及 び 第 ２ 出 力 切 換 リ レ ー １ １ と 第 ４ バ ッ フ ァ １ ３ を
経 て 、 後 段 の 被 測 定 出 力 切 換 リ レ ー １ ４ を 通 し て 測 定 器 １ ５ に 入 力 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ 減 衰 器 １ ６ と 第 ２ 減 衰 器 １ ７ に 異 な る 減 衰 率 を 設 定 し 、 そ れ ぞ れ の 出 力 信 号 の 振 幅
を 測 定 す る こ と に よ り 第 １ 集 積 回 路 ６ と 第 ２ 集 積 回 路 ７ を 識 別 す る こ と が で き る 。 こ れ に
よ り 、 被 測 定 出 力 切 換 リ レ ー １ ４ も し く は そ の 制 御 回 路 が 故 障 し 、 仮 に 、 第 １ 集 積 回 路 ６
の 出 力 が 測 定 器 １ ５ に 接 続 さ れ た ま ま の 状 態 と な っ た 場 合 、 切 換 リ レ ー を 制 御 し て 第 ２ 集
積 回 路 ７ の 出 力 信 号 を 測 定 し て い る つ も り で も 、 実 際 に は 第 １ 集 積 回 路 ６ の 出 力 信 号 を 測
定 し て し ま う が 、 第 ２ 減 衰 器 １ ７ の 出 力 信 号 の 振 幅 を 測 定 し た と き に 、 期 待 す る 振 幅 値 を
持 た な い 第 １ 減 衰 器 １ ６ の 出 力 信 号 の 振 幅 を 測 定 す る こ と か ら 、 被 測 定 出 力 切 換 リ レ ー １
４ も し く は そ の 制 御 回 路 が 故 障 し て い る こ と を 検 出 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 述 し た 実 施 の 形 態 １ ， ２ に お い て 、 各 電 圧 源 ， 減 衰 器 か ら の 識 別 信 号 の 測 定 に よ る 被
測 定 集 積 回 路 の 識 別 は 、 集 積 回 路 の 同 時 測 定 を 行 う 個 数 に 依 存 す る こ と は な い 。 全 て の 集
積 回 路 に 対 応 し た 値 の 異 な る 識 別 信 号 を 設 定 す る こ と に よ り 、 被 測 定 の 集 積 回 路 を 同 時 に
測 定 が 可 能 な 個 数 を 簡 単 に 拡 張 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 集 積 回 路 の 検 査 方 法 は 、 １ 台 し か な い 測 定 器 に よ っ て 複 数 個 の 被 測 定 の 集
積 回 路 を 同 時 測 定 す る 場 合 、 被 測 定 の 集 積 回 路 毎 の 識 別 信 号 を 測 定 し て 当 該 の 集 積 回 路 を
識 別 し て 、 複 数 個 の 集 積 回 路 に 対 し て 同 時 測 定 が で き 、 複 数 個 の 集 積 回 路 の 同 時 測 定 に 対
す る 検 査 方 法 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 集 積 回 路 を 検 査 す る 検 査 回 路 の 概 略 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 集 積 回 路 を 検 査 す る 検 査 回 路 の 概 略 図
【 図 ３ 】 従 来 の 集 積 回 路 を 検 査 す る 検 査 回 路 の 概 略 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
１ 　 信 号 源
２ 　 第 １ バ ッ フ ァ
３ 　 第 ２ バ ッ フ ァ
４ 　 第 １ 入 力 切 換 リ レ ー
５ 　 第 ２ 入 力 切 換 リ レ ー
６ 　 第 １ 集 積 回 路
７ 　 第 ２ 集 積 回 路
８ 　 第 １ 電 圧 源
９ 　 第 ２ 電 圧 源
１ ０ 　 第 １ 出 力 切 換 リ レ ー
１ １ 　 第 ２ 出 力 切 換 リ レ ー
１ ２ 　 第 ３ バ ッ フ ァ
１ ３ 　 第 ４ バ ッ フ ァ
１ ４ 　 被 測 定 出 力 切 換 リ レ ー
１ ５ 　 測 定 器
１ ６ 　 第 １ 減 衰 器
１ ７ 　 第 ２ 減 衰 器
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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